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保健師教育課程における新カリキュラムに対応した臨時実習内容ならびに体制のあり方に関する調査研究

平成 23 年 1 月に保健師教育の指定規則が改正され、「地域看護学」から「公衆衛生看護学」
への変更が行われた。それとともに公衆衛生看護管理論の教育内容の中に健康危機管理等が
盛り込まれ、実習単位が 4単位から 5単位へ増えるなどの変更が示された。保健師教育の
質を確保するためには、実習を充実させることが重要である。そのため、新カリキュラムに
対応した実習の効果的な実施に向けての一助とすることを目的として、地域保健（保健所・
市町村）、産業保健、学校保健のそれぞれの領域を総合的に学習できるよう配慮した公衆衛
生看護実習指導計画案を作成することとした。
作成にあたっては全国の実習施設および教育機関への郵送調査、郵送調査に基づいたヒア

リング調査の結果を参考に、平成 22 年度地域保健総合推進事業で作成した 4単位の臨地実
習指導の方法を基盤としながら検討し、「（A案）地域保健（保健所・市町村）をベースにし
た行政 5単位の公衆衛生看護学実習（地域保健実習の中で産業保健・学校保健を学ぶ）」と「（B
案）産業保健・学校保健を組み込んだ公衆衛生看護学実習（地域保健実習とは別の期間に産
業保健・学校保健実習を行う）」の 2種類の臨地実習指導計画案を作成した。A 案・B 案の
どちらの実習形態であっても、最終的には地域保健（保健所・市町村）、産業保健、学校保
健の領域の学びを公衆衛生看護学として統合することを求めた。なお、今回提示した実習指
導計画案は、各教育機関の教育目標や、実習地域の特性に応じて、内容を吟味したり、項目
を独自に追加することを決定するものである。
実習の充実に向けての気運は高まりつつある。今後、本報告書が活用され、実習施設と教

育機関が一体となって質の高い保健師教育を実践することが求められる。
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1）  実習指導計画の概要
平成 22 年度の地域保健総合推進事業において、臨地実習 4単位に基づいた実習指導方

法を作成した。その後、保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正により、「地域看護
学」は「公衆衛生看護学」に変更され、公衆衛生看護活動展開論に産業保健および学校保
健における活動が明記された。また、臨地実習は 4単位から 5単位に増え、公衆衛生看護
管理論実習の中で健康危機管理の項目が追加された。
そこで、平成 22 年度地域保健総合推進事業で報告した「養成したい保健師像」「前提」

「実習目的」を基に、本研究で実施した産業保健実習・学校保健実習の実態調査（第一次調
査、第二次調査）の結果を踏まえ、「地域保健（保健所・市町村）をベースにした行政 5単
位の公衆衛生看護学実習（A案）」と「産業保健・学校保健を組み込んだ公衆衛生看護学実
習（B案）」の 2種類の臨地実習指導計画を作成した。
A案、B案とも地域保健（保健所・市町村）での実習とともに、産業保健・学校保健を
学ぶ内容を含んでいるが、A案は地域保健（保健所・市町村）実習の中で産業保健・学校
保健を学ぶ案であり、B案は、地域保健（保健所・市町村）実習とは別の期間に産業保健・
学校保健実習を行う形態である。

【養成したい保健師像（平成 22 年地域保健総合推進事業作成）】
公衆衛生学を基盤として地域で生活するあらゆる人びとの健康と福祉に寄与するために

地域保健活動に従事する保健師であるという自覚を持ち、その活動の質を向上するために
評価し、研鑽し続けることができる専門職である。
（1） 公衆衛生の専門職としての自覚を持ち、自分の行動を総合的に評価し、自らの保

健活動の質向上のための方策を考え行動できる。
（2） 地域に顕在している健康課題を個別事例や地区診断をとおして把握するとともに、

潜在している健康課題を予測し明らかにすることができる。
（3） 地域の健康課題解決のために、社会資源の開発と施策化によって地域ケアシステ

ムを構築し維持・発展させることができる。
（4） 人々の主体性と地域の文化や価値観を尊重しつつ、地域ケアシステムの中で個人・

家族・集団への健康課題解決ができる。
（5） 健康危機を予測し、組織的に管理体制を構築し、展開することができる。

【実習の前提条件（平成 22 年地域保健総合推進事業作成）】　
（1） 看護師免許取得と同等レベルに達するように、看護師教育課程の各領域（成人・老年・

母性・小児・精神・在宅）の臨地実習を体験し、それぞれの学習目標に到達していること。
（2） 地域保健活動や展開を理解するために必要な公衆衛生看護関連科目を履修し、そ

れぞれの科目の学習目標に到達していること。
（3） 公衆衛生看護学実習において必修体験項目とする地域診断、健康教育、家庭訪問、

健康相談の展開技術を演習等により習得し、地区組織活動についてもそれを理解
する視点を習得していること。

3  平成 22 年度改正カリキュラムに対応した公衆衛生看護学実習指導計画
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（4） 地域で生活するあらゆる人びとの健康と福祉に寄与するために地域保健活動に従
事する保健師の役割に高い関心を寄せており、保健師国家試験受験の意思があり、
保健師としての就職希望を強く持っていること。　

【実習目的（平成 22 年地域保健総合推進事業作成）】
地域で生活している人々や環境に対する理解を深めるとともに、保健師が行う公衆衛生

看護活動の基本的な知識・技術・態度について体験を通して習得する。

2）  A 案・B案の特徴と運用の仕方
① A案：地域保健（保健所・市町村）、産業保健、学校保健を総合して学ぶ実習である。

地域保健（保健所・市町村）において 5単位の地域保健（保健所・市町村）での実
習期間中に、行政がコーディネートできる範囲で学校保健および産業保健を含めた実
習とする。また、公衆衛生看護学実習Ⅲ（管理）の実習時期は公衆衛生看護学実習Ⅱ
（実践）の中で併せて運用することも可能である。
② B案：産業保健、学校保健を強化して学ぶ実習である。

公衆衛生看護管理論実習は公衆衛生看護学実習Ⅱに含む。また、学校保健と産業保
健は各 1単位ずつ、もしくは、合わせて 1単位として運用することも可能である。
なお、この A案、B案の実習指導計画案で提示した実習内容は、その全ての内容を網

羅することを求めるものではない。各教育機関の教育目標や、実習地域の特性に応じて、
内容を取捨選択したり、項目を独自に追加することを想定して作成したものである。
また、A案・B案のどちらの実習形態であっても、最終的には地域保健（保健所・市

町村）、産業保健、学校保健の領域の学びを公衆衛生看護学として統合することを求め
るものである。

表 12：実習指導計画（A案および B案の考え方）

Ａ案 Ｂ案

単
　
位

地域保健（保健所・市町村）を
ベースにした公衆衛生看護学実習

産業保健・学校保健を組み込んだ　
公衆衛生看護学実習

行政（公衆衛生看護学実習Ⅰ～Ⅲ）5単位

行政（Ⅰ～Ⅱ）4単位
に加えて

「産業保健 or 学校保健各 1単位」
または

「産業保健と学校保健合わせて 1単位」

実
習
科
目

公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）
1単位

地域保健実習
の中で学校保
健・産業保健
を含む

公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）
1単位 地域保健実習

の中で公衆衛
生看護管理の
内容を含む

公衆衛生看護学実習Ⅱ（実践）
3単位

公衆衛生看護学実習Ⅱ
（地域保健：保健所・市町村）

3単位公衆衛生看護学実習Ⅲ（管理）1単位

公衆衛生看護学実習
（学校保健） 各 1単位

または
合計 1単位公衆衛生看護学実習

（産業保健）
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4）  産業保健・学校保健を組み込んだ公衆衛生看護学実習指導計画（B案）
本案は、公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）１単位、公衆衛生看護学実習Ⅱ（実践３単位）を

地域保健（保健所・市町村）の場で行い、別だてで産業保健・学校保健実習を展開する。産
業保健実習を公衆衛生看護学実習Ⅲとして位置づけ、学校保健実習を公衆衛生看護学実習
Ⅳと位置づけた。公衆衛生看護管理に関する実習内容は、公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）、
公衆衛生看護学実習Ⅱ（実践）の中で行う。
Ｂ案の実習科目毎の実習目標は表 15 に示したとおりである。実習目標のそれぞれに対

して、「行動目標」「実習内容」「学習方法」「指導方法（教員の役割）」「指導方法（実習指
導者の役割）」を作成した。その内容は表 15 の中に示した表番号、頁の部分を参照された
い。
なお、公衆衛生看護学実習ⅠおよびⅡは平成22年度地域保健総合推進事業で作成したも

のである。
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表 15：B案の実習目標と、その具体的展開を示した実習指導計画の掲載場所

科目 実習目標 表番号 ページ

公衆衛生
看護学実習Ⅰ

（基礎）

１地域診断に必要な情報を収集し、地域の状況を捉えることがで
きる。 16-1 70,71

２地域で生活する人々の健康ニーズに対して、公衆衛生看護にお
ける家庭訪問の目的ならびに方法を理解する。 16-2 72,73

３地域保健医療福祉体系における保健所および市町村の役割・機
能およびその組織体系を理解することができる。 16-3 74,75

４公衆衛生および地域保健事業の法的根拠と予算について理解す
ることができる。 16-4 76,77

５公衆衛生看護の理念と役割について、実践を通して考えること
ができる。 16-4 76,77

公衆衛生
看護学実習Ⅱ

（地域保健：
保健所・市町村）

１公衆衛生看護活動を行うにあたって、地域診断を行い地域の健
康課題を明らかにすることができる。 16-5 78,79

２健康課題を解決するために、効果的な保健事業を企画・立案、
実施、評価する過程を理解する。【PDCAサイクル】 16-6 80,81

３個人・家族・集団に対して健康課題解決のための手法を選択し
実践できる。　
①家庭訪問 16-7 82,83
②健康教育 16-8 84,85
③健康相談 16-9 86,87
④セルフヘルプグループﾟの育成 16-10 88,89
⑤地区組織活動 16-10 88,89

４社会資源の開発や地域ケアシステムを構築するための方法を理
解する。 16-11 90,91

５施策化に必要な根拠とプロセスを理解する。 16-12 92,93
６地域の人々が自らの健康について自己決定（あるいは意志決定）
するための支援について理解する。 16-13 94,95

７健康危機管理に対して、組織的な管理体制やシステムの構築の
必要性について理解する。 16-14 96,97

８公衆衛生看護の専門職としての自覚を持ち、自分の行動を総合的
に評価し、自らの保健活動の資質向上のための方策を考えること
ができる。

16-15 98,99

公衆衛生
看護学実習Ⅲ

（産業保健実習）

１産業保健活動を支える安全衛生管理体制の実際を理解できる。 16-16 100,101
２就労者の健康課題を労働と職場環境の特性と関連づけて実際的に
理解できる。 16-16 100,101

３産業における看護活動の実際と産業看護職の役割を体験的に理解
できる。 16-16 100,101

４産業保健と地域保健の活動連携について体験的に理解することが
できる。 16-17 102,103

公衆衛生
看護学実習Ⅳ

（学校保健実習）
*H23 年度作成

１学校教育および学校組織のあり方とその内容を理解できる。 16-18 104,105
２学校における保健管理活動、学校保健教育活動の実際を理解できる。 16-18 104,105
３児童・生徒の発達に対する理解を深め、健康生活を進めるための
健康課題を理解できる。 16-18 104,105

４学校における養護教諭の果たすべき役割・機能について理解できる。 16-18 104,105
５学校保健と地域保健の活動の連携について考えることができる。 16-19 106,107
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1  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

1  地域診断に必要な情報
を収集し、地域の状況
を捉えることができる。

1  学内演習において、公表されている
データ等から地域の概況を把握する。

2  分析結果に基づいて地域診断を行
い、健康課題と支援方法について理
解する。

3  住民へのインタビュー等を通じて、
地域で生活する人々の声を拾い上げ
ることができる。

（1） 地域診断と健康課題抽出
① 都道府県レベルの地域概況
② 市町村レベルの地域概況
③ 実習地域レベルの地域概況
④ 保健統計の分析
⑤ 介護福祉統計の分析
⑥ 地域環境に関する分析
⑦ 健康課題の抽出



保健師教育課程における新カリキュラムに対応した臨時実習内容ならびに体制のあり方に関する調査研究　71

学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

（1） 人口、高齢化率、出生数（率）、
死亡数（率）、死因別死亡割合、
受療率、要介護認定数、行政
サービスの利用率等を収集し、
経年変化や他の自治体との比
較を行う。

（2） 母子保健、成人保健、高齢者
および障がい者保健福祉、感
染症、精神保健の主要な健康
課題の読み取りを行う。

（3） 地域の交通、社会資源、気候
風土など環境要因について分
析する。

（4） 上記により健康課題となる可
能性の高い問題点について、
文献等を用いて分析する。

（5） 地域診断の結果と実習施設に
おけるオリエンテーションを
照らし合わせ、地域の健康課
題を理解する。

（6） 健康課題に対する支援方法と、
実習施設の事業を結びつけて
理解する。

（7） 学んだことをカンファレンス
で発表し、助言を受ける。

（8） 学習内容を記録に整理する。

① 実習要領、実習目標、希望する
実習内容について、事前に実習
指導者に説明し、事前資料の提
供について連絡する。

② 学内演習の前に、地域住民の健
康レベルを把握するためのデー
タの入手方法について指導する。

③ 保健統計の算出法について、学
生の知識を確認する。

④ 統計データの比較方法について
確認する。

⑤ 統計数値を大局的な視点（長期
の経年推移）から読み取らせる。

⑥ 健康課題を持つ個別の対象と統
計数値を関連させて、データの
読み取りをさせる。

⑦ 学内演習において、学生に分析
結果を発表させる。

⑧ 実習施設の事業が健康課題にど
のように結びついているか考え
させる。

⑨ 地域レベルの健康課題の特徴を
実際のデータから考えさせる。

［プログラム］
① 事前学習に必要な資料を準
備し、教育機関に送付する。

② 実習プログラムについて教
員と調整する。

③ 住民インタビューの対象者
や事業担当者に事前の調整
を行う。

［学生への指導時］
④ 学生が分析した結果につい
て、実習初日に発表させる。

⑤ 量的データ、質的データ、住
民の声など、総合的に分析
する視点について助言する。

⑥ 必要に応じて追加資料を提
供する。

⑦ 地域の健康課題を解決する
ために行われている事業に
ついて助言し、今後必要と
なる対策についてともに考
える。

⑧ 事業見学などを通じて、直
接住民にインタビューする
機会を設定し、継続的なア
セスメントの必要性につい
て指導する。

⑨ 事業を通じて、地区踏査の
機会を設定する。

［カンファレンス］
⑩ 地域の理解、地域の健康課
題の理解の深まりを最終カ
ンファレンスで確認し、学
生の学びを支持する。



72　Ⅲ結果

2  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

2  地域で生活する人々の
健康ニーズに対応し
て、公衆衛生看護にお
ける家庭訪問の目的な
らびに方法を理解する。

1  公衆衛生看護における家庭訪問の対
象者について理解する。

2  地域で生活する個人及び家族の健康
と生活のアセスメントができる。

3  家庭訪問の目的と具体的な方法につ
いて理解する。

4  個人情報保護の重要性と取扱いの留
意点について理解する。

（1） 家庭訪問の同行
① 対象者の把握方法
② 優先順位の決め方
③ 事前準備と見学
④ 個人情報の取り扱い
⑤ 訪問事例のアセスメントと計画
⑥ 家庭訪問事例の評価
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

（1） 健康増進や健康課題を持つ事
例、健康障害を持つ事例を理
解する。

（2） 対象者の把握方法、優先順位
の決め方を理解する。

（3） 対象者の事前情報に基づき、
病態や発達段階など、基礎的
事項について事前学習する。

（4） 一方的にケアされるだけでは
なく、主体者として地域で生
活している人々について理解
することができる。

（5） 対象者との日程調整、居住地
や交通手段の確認、訪問かば
んや教材・資料の準備につい
て、教員や指導者の助言のも
とに進める。

（6） 家庭訪問計画は、これまでの
援助経過をよく把握し、目的
を明確にして立案し、前日ま
でに指導者に提出する。

（7） 援助に必要な看護技術のロー
ルプレイを行う。

（8） 実践場面を通して、コミュニ
ケーション技術や信頼関係構
築のための技術をを学ぶ。

（9） 訪問記録は簡潔にまとめ、翌
日までに指導者に提出する。

（10） 個人情報となる情報の種類に
ついて学ぶ。

（11） 情報の閲覧方法、保管方法、
取扱いの留意点について学ぶ。

① 支援事例の訪問前のアセスメン
トのポイントを確認する。

② 家庭訪問計画の概要を指導する。
③ 事前学習や必要物品、教材・資
料の作成について指導する。

④ 記録物の提出期限について指導
する。

⑤ 対象者に不快を与えない服装や
態度について指導する。

＊家庭訪問に関連した技術につい
てロールプレイ等の方法を用いて
指導する。

［プログラム］
① 事例の選定にあたっては、
教育機関の目標や学生が関
心を持っている分野等につ
いて事前に調整する。

② 複数の学生を受け入れる場
合は、相互の学び合いを促
す目的で、健康課題の違う
事例を選定する。この時期
に適した事例（基本的事例）

③ 新生児、正常発達している
乳児、生活習慣の改善が必
要な成人、介護予防が必要
な高齢者等

［学生への指導時］
④ 実習施設で訪問対象として
いる事例の区分や把握方
法、事前情報の集め方、優
先順位の決め方について説
明する。

⑤ 個人情報の種類と保管上の
留意点、情報漏洩防止につ
いて指導する。

⑥ 訪問事例の概要と支援経過
がわかる資料を学生に閲覧
させ、訪問準備の進め方に
ついて指導する。

⑦ 事前準備や家庭訪問計画の
内容について指導し、必要
に応じて教材作成等につい
て助言する。

⑧ 訪問前からの信頼関係づく
りについて指導する。

⑨ 家庭訪問をとおして、個人・
家族・地域がどのようにつ
ながっているのかを見せる。

［カンファレンス］
⑩ 訪問後の評価や他の保健事
業とのつながりについて助
言する。

⑪ 訪問事例をとおして、関係
機関との連携について説明
する。
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3  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

3  地域保健医療福祉体系
における保健所および
市町村の役割・機能お
よびその組織体系を理
解することができる。

1  実習施設の事業や活動をとおして、
保健の役割を理解する。

（1） 実習地域、実習施設の説明とイン
タビュー
① 実習施設の基本計画、基本方針、
組織機構、職員体制、所管事務

② 保健所と市町村の役割分担と連携
③ 関係組織と社会資源
④ 関係機関や連携組織の見学
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

（1） 保健、医療、福祉の役割の違
いを学ぶ。

（2） 都道府県と市町村の違い（ま
たは保健所と保健センターの
違い）を理解し、役割分担や
連携について学ぶ。

（3） 実習施設の組織や職員体制、
所管する事業や活動について
学ぶ。

（4） 関係組織や社会資源について
学び、それぞれのつながりに
ついて理解する。

（5） 学んだことをカンファレンス
で発表し、助言を受ける。

（6） 学習内容を記録に整理する。

① 公衆衛生および地域保健に関す
る主な法律について、学生に事
前学習を促す（地域保健法、健
康増進法、母子保健法、介護保
険法、障害者自立支援法、感染
症の予防及び感染症の患者に対
する医療に関する法律など）。

［プログラム］
① オリエンテーションのみの
連続で学生が関心を失わな
いよう配慮する。

② 直接関係機関や組織に見学
して、体験的に学ぶ場面も
検討する。

［学生への指導時］
③ 実習施設の特徴（都道府県、
政令市、中核市、市町村）
と概況、行政計画、事業体
系等について説明する。

④ 実習施設の組織・機構と職
員体制について説明する。

⑤ 公衆衛生および地域保健福
祉にかかわる部門の体制や役
割・機能について説明する。

⑥ 健康増進や保健予防にかか
わる事業や活動について説
明する。

⑦ 地域の関係組織や社会資源
と、その連携・協働につい
て説明する。

⑧ 実習中は学生の興味・関心
に合わせて資料を提供する。

［カンファレンス］
⑨ 学生カンファレンスに参加
して助言し、学生の学びを
支持する。
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4  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅰ（基礎）表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

4  公衆衛生および地域保
健事業の法的根拠と予
算につて理解すること
ができる。

1  実践場面をとおして保健事業の実施
根拠と予算の位置づけを理解する。

（1） 事業の説明と見学
① 実習施設における保健事業
② 事業の法的根拠
③ 事業予算の財源

5  公衆衛生看護の理念と
役割について、実践を
通して考えることがで
きる。

1  指導者からのオリエンテーションや
見学をとおして、公衆衛生看護の理
念と役割について理解する。

（1） 実習をとおして考える公衆衛生看護
① 学生カンファレンス
② 事業参加後のカンファレンス
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

（1） 事業の法的根拠、国の政策や
自治体の施策と事業がどのよ
うに結びついているか学ぶ。

（2） 事業予算について学ぶ。
（3） 活動場面をとおして、保健師

や他の職員の役割を学ぶ。
（4） 学んだことをカンファレンス

で発表し、助言を受ける。
（5） 学習内容を記録に整理する。

① 事前に、活動計画や事業計画を
予習するよう促す。

② 実習施設の事業や活動と根拠法
令のつながりについて、学生の
理解度にあわせて指導する。

［プログラム］
① 学生が関心を高められるよ
う、公衆衛生看護活動の実
際を見学できるプログラム
とする（集団健診、健康相
談等）。

［学生への指導時］
② 見学させる事業を中心に、
法的根拠、国の政策との関
係、事業体系と事業計画、
予算の流れ（国庫補助や交
付金等の有無、必須事業か
自主事業か、直営か委託か、
自治体の予算規模や財源な
ど）について説明する。

③ 保健師が健康課題を把握し
て事業化した例があれば説
明する。

④ 事業の目的や地域特性に合
わせた実施方法、事業評価
等について説明する。

［カンファレンス］
⑤ 学生カンファレンスに参加
して助言し、学生の学びを
支持する。

（1） 公衆衛生看護の視点を持って
実習プログラムを体験する。

（2） 理解したことを学生カンファ
レンスで述べる。

（3） 公衆衛生看護の実際と活動の
連動性について、実習記録に
まとめる。

① 公衆衛生看護の本質論を考えら
れるように、カンファレンスで
助言する。

［学生への指導時］
① 指導者が考える公衆衛生看
護の魅力や自己の活動の理
念を伝える。

② それぞれの実習場面で、活
動の意義や保健師の果たし
ている役割を伝える。
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5  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ（地域保健：保健所・市町村）表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

1  公衆衛生看護活動を行
うにあたって、地域診
断を行い地域の健康課
題を明らかにすること
ができる。

（1） 健康課題の把握を、
地域の人々の生活と
健康を個別支援事例
や地域での活動、地
域診断をとおして顕
在化する。

（2） 潜在化している健康
課題も予測し明らか
にすることができる。

【地域診断】

【地域診断】
1  地域の人々の生活と健康を総合的、
継続的にアセスメントできる。

（1） まとめた健康課題を基に、保健事
業にかかわった事例からも健康課
題や要望を探り、その状況も加え
て分析できる。

（2） 既存資料の量的分析と併せて、地
域住民の生活実態や文化様式・価
値観などをとらえて、アセスメン
トができる。

（3） 地区組織の代表者や関係者から保
健事業への要望や地域の状況、協
働活動について聞きとり地域診断
に反映することができる。

2  健康課題を見出すことができる。
顕在化している健康課題を見出すこと
ができる。
（1） 抽出した健康課題に波及している

要因や予防的なかかわりが必要な
課題が分析できる。

（2） 総合的に分析し、潜在している健
康課題も予測することができる。

（3） 地域住民の健康への取り組み、解
決能力を分析する。

（4） 健康課題の優先順位を考える
3  健康課題の解決のための支援方法に
ついて理解し、実践につなげる。

4  地域診断は、日常の活動から得られ
た情報を積み重ねながら実施し、見
直しを図っていくことを理解する。

【担当地域の地域診断】
（1） 公衆衛生看護実習Ⅰ（以下実習Ⅰ）

で実施した地域診断結果を深める。
実習1において実施した地域診断資
料と抽出した健康課題をまとめる。

（2） 分析結果に基づいて、地区組織代
表者・関係者・保健活動参加者な
どとの面接結果や家庭訪問などの
事業をとおして把握した生活環境
や調査などの結果と併せて継続的
に分析する。さらに地域の健康課
題となる可能性の高い要因や潜在
化した健康課題も含めて健康課題
を深める。

（3） 実習中継続して行った地域診断結
果も加えて地域診断結果をまとめ
る。

（4） 抽出した健康課題について , 実際に
行われている公衆衛生看護活動を
体験し、残された課題を検討する。

（5） 健康課題となる可能性の高い問題
点を捉え、その原因や要因につい
て、文献等を活用して総合的に分
析し、優先順位を指導者と考える。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【地域診断】
（1） 公衆衛生看護実習 1（以下実

習Ⅰ）で使用した既存資料・
分析の結果から抽出した健康
課題を保健事業等の参加をと
おしてさらに深める。
① 事業への参加動機、参加し
てみてどうか、不便を感じ
ていること、希望すること
などを聞き、地域診断に生
かす。

② 地域住民の質的データを入手
する方法について検討する。

③ 家庭訪問、健康診査、健康
教育などの保健活動の場に
おける健康課題把握の視点
を明確にし、あらかじめ各
計画に入れておく。（質問
項目、観察項目など）

④ 調査（インタビュー、質問
紙法、観察法など）

⑤ 収集した質的データについ
て分析する。

⑥ 収集した情報や既存の資料
などを統合して地域診断を
行い、顕在化・潜在化して
いる健康課題を深める。

（2） 健康課題の解決のための支援
方法について理解し、実践に
つなげる。

（3） 地域診断結果の検討会の開催
① 実習施設において、学生は、
これまで行った地域診断、
見出された健康課題につい
て発表する。

② 実習施設側から行われてい
る対策とその評価について
説明を受ける。

③ その結果、実習施設と学生
相互間で、残された課題や、
解決方法の糸口について
ディスカッションする。

【地域診断】
① 実習Ⅰ終了後、記録を確認し、
今後の学習内容を助言する。

② 実習地域レベルにおいて分析し
た健康課題に関連した保健事業
の参加が可能なように実習指導
者とプログラムの調整をする。

③ 実習Ⅰの分析結果から実習地域
の地域診断をさらに深めるため
の既存資料や新たな情報収集の
方法（二次的データの収集 ･分
析）も考えさせる。

④ 家庭訪問、健康診査、健康教育
などの保健活動の場における健
康課題把握の視点を明確にでき
るよう助言し、実習前に準備さ
せる。あらかじめ各計画に入れ
ておく。（質問項目、観察項目
など）

⑤ 地区組織の代表者、関係者との
面接の日程を学生・実習指導者
と調整する。

⑥ 実習指導者より提示された地区
資料の見方、分析等について相
談を受ける。

⑦ 地域の健康課題へのアセスメン
トは、既存資料のみでなく実践
活動や面接をとおして展開する
ものであることを学生に確認し
ながら助言する。

⑧ 総合的に分析し、健康課題が明
確になるよう助言する。

⑨ 地域診断の発表をきいて、地区
住民や関係機関・関係職種との
協働により健康課題が明確に
なっていくことを助言する。

⑩ 地域診断は継続的に実施し、ア
セスメントを行うものであるこ
とを助言する。

【地域診断】
［プログラム］

① 学生が分析した健康課題が実
習Ⅱのプログラムに反映でき
るか教員と調整する。

② 地域住民の質的データを入手
する方法について助言し、地
区踏査の機会や聞き取りの場
面設定を計画・調整する。

［学生への指導時］
③ 量的データ、質的データ、住
民の声など、総合的に分析す
る視点について随時助言す
る。地域住民の生活実態や健
康状況については、既存の統
計資料等からだけではなく地
区に出向いて把握したり、保
健事業等の日常活動の中でも
把握できることを助言し、継
続的なアセスメントの必要性
について指導する。

④ 必要に応じて追加資料を提供
する。

⑤ 学生の学習状況を確認しなが
ら地域の健康課題を解決する
ために行われている事業につ
いて助言し、今後必要となる
対策についてともに考える。

⑥ 地域住民の結びつきや健康へ
の考え方等については保健師
の地区活動の体験や実感も含
めて説明する。

［カンファレンス］ 
⑦ 学生が事前に行った地域診断、
見出された健康課題につい
ての発表に対してディスカッ
ションを行い、課題や解決方
法の糸口について助言する。

⑧ 地域診断の発表では、上記説
明・助言した内容の確認に加
え、地域住民や関係機関・関
係職種との協働により地域診
断が明確になっていくことを
助言する。また、健康課題解
決に向けて行われている活動
と結果評価について説明する。

⑨ 地域の理解、地域の健康課
題の理解の深まりを最終カン
ファレンスで確認し、学生の
学びを支持する。
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6  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

2  健康課題を解決するた
めに、効果的な保健事業
を企画・立案、実施、評
価する過程を理解する。

【PDCA サイクル】

【PDCA サイクル】
1  受持ち地区の健康課題を解決し、健
康な地域づくりを目指した活動目
的・目標が立てられる。

2  地域の人々の生活実態に対応した支
援方法が選択できる。

3  保健事業の実施計画が立案できる。
4  地域の健康課題を解決、改善するた
めの活動を展開できる。

5  地域における活動結果について、企
画、実施、結果の評価ができる。

6  保健事業の評価結果や住民の変容を
ふまえて、活動内容の改善や新たな
保健事業の立案につながることが理
解できる。

【PDCA サイクル】
（1） 保健師の担当地区の活動について、

PDCA サイクルの一連の活動展開
を踏まえた説明をきき、活動方法
について理解する。

（2） 実習受持ち地区の健康課題の解決
や健康な地域づくりにむけた活動
目的・目標を立案する。

（3） 地域診断から導き出した地域の生
活実態や特性を踏まえた支援方法
を選択する。

（4） 学生の受持ち地区の健康課題の一
部を解決するために家庭訪問、健
康教育、健康相談などの保健事業
を計画立案し、実践する。

（5） 実習中の活動結果について、企画、
実施、結果のそれぞれの段階で評
価を行う。

（6） カンファレンスでは、学生が展開
した活動が、地区の健康課題の解
決に向けた PDCA サイクルの一環
として活動していることを実習指
導者・教員から助言を受ける。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【PDCA サイクル】
（1） 保健師から公衆衛生看護活動

の展開について説明を受ける。
（2） 実習受持ち地区の健康課題に

関連して保健事業の体験がで
きるよう実習プログラムを作
成する。

（3） 実習Ⅰ終了後、学内で健康課
題を踏まえた活動目的、目標、
活動計画を立案する。

（4） 実習中に、受持ち地域の健康
課題の解決の支援の一つとし
て家庭訪問・健康教育・健康
相談・セルフヘルプグループ
の育成・地区組織活動を体験
する。

（5） 実践した活動結果を企画、実
施、結果のそれぞれの段階で
評価を行いカンファレンスで
助言を受ける。

（6） 受持ち地区の健康課題の解決
に向けた一連の活動展開の過
程を整理する。

＊学内で受持ち地域の健康課題の
解決に向けた家庭訪問・健康教育
の演習を行う。

【PDCA サイクル】
① 保健師の公衆衛生看護活動の
説明時に、地域診断と併せて
PDCAサイクルの一連の活動展
開を説明してもらうよう調整する。

② 学生の捉えた健康課題解決のた
めの保健事業体験ができるプロ
グラムの作成を実習指導者・学
生と調整をする。

③ 学内演習では、指導者の説明、
地域診断でとらえた地域の状
況、健康課題を踏まえた計画立
案ができるよう助言する。

④ 公衆衛生看護活動の実践では、
地域の健康課題の解決に向けた
支援であることを意識させ、そ
れぞれの活動方法が連動してい
ることを助言する。

⑤ カンファレンスでは、学生の立
案した活動計画について助言を
行う。

⑥ 健康課題解決に向けて PDCA サ
イクルにより活動していること
や各活動方法が連動して住民の
健康支援を行っていることを理
解させる。

【PDCA サイクル】
［プログラムについて］

① 公衆衛生看護活動の説明内
容について教員と確認す
る。学生が取り組む受持ち
地区の健康課題解決のため
の保健事業体験ができるよ
う調整をする。（健康教育・
単独訪問など）

［学生への指導時］
② 実習開始時、学生の立案し
た活動計画について助言す
る。実践が伴っていないの
で、不十分な計画であって
も、実習Ⅱの中で考えてい
けるように助言する。

③ 健康教育、家庭訪問を参考
に助言する。

④ 実践の評価について助言する。
⑤ 地域の健康課題の解決のた
めの個々の活動実績をまと
め全体を総合的に評価して
いくプロセスを市町村の地
域の総合計画・保健福祉計
画などと関連させて理解さ
せる。

［カンファレンス］
⑥ 学生の立案した活動計画に
ついて助言をする。

⑦ 現在、市町村のレベルで抱
えている保健活動の問題も
提起し、活動の在り方を工
夫していく必要性を理解さ
せる。
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7  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

3  個人・家族・集団に健
康課題解決のための手
法（家庭訪問、健康教
育、健康相談、地区組
織活動等）を選択し、
実践できる。

（1） 家庭訪問

（2） 健康教育

（3） 健康相談

（4） セルフヘルプグルー
プの育成

（5） 地区組織活動

【家庭訪問】
1  担当地区の家庭訪問の対象の把握
方法を理解する。

2  担当地区の中での優先順位を理解
する。

3  同一事例に訪問を継続して行い、
単独で家庭訪問ができる。

4  訪問事例の健康について家族や地
域社会との関連で捉えることがで
きる。

5  訪問事例のアセスメントをし、個人
家族の健康課題を明らかにできる。

6  家庭訪問計画を立案できる。
7  個人・家族が主体的に解決するた
めの援助ができる。

8  継続した訪問を体験し、面接・相
談技術の習得ができる。

9  訪問の結果を評価し、今後の方針
を示すことができる。

10  訪問事例について的確に記録がで
きる。

11  家庭訪問の活動と地区の健康課題
解決に向けた活動との関連性を説
明できる。

12  家庭訪問を実施しながら、地域の
情報を収集し、地域診断に生かす
ことができる。

13  個人情報となる情報の種類や情報
の閲覧方法、保管方法に留意して
取り扱うことができる。

【家庭訪問】
（1） 家庭訪問の実施

① 対象の把握方法
② 地区活動における本事例の優先
順位

③ 事前準備援助に必要な社会資源
や訪問用備品の確認、訪問技術
の自己学習をしておく。

④ 訪問事例のアセスメントと計画
⑤ 家庭訪問の実施
⑥ 適切な家庭訪問計画を立案する
⑦ 家庭訪問事例の評価およびカン
ファレンス

（2） 家庭訪問時の地区の健康問題や活
動評価に関連する情報の収集
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【家庭訪問】
（1） 本事例が家庭訪問の対象と

なった経緯を理解し、優先順
位の根拠を理解する。

（2） 訪問事例の家族全員の健康に
目を向けたアセスメントと訪
問計画を立案する。

（3） 訪問予約は学生が行う。
（4） 本人、家族が持つ力（健康課

題に気づき、解決・改善、健
康増進する能力）を見出し、
その力を引き出すよう支援す
る。また、自ら意思決定でき
るように支援する。

（5） 訪問結果は速やかに指導者に
報告する。

（6） 訪問計画 ･実施内容、訪問態
度について自己評価し、指導
者の評価を受ける。

（7） 継続訪問により、訪問事例の
変化や指導効果を把握する。

（8） 事後カンファレンス
（9） 学生、指導者、教員と出来れ

ば事例に関わっている職種で
カンファレンスを行う。

（10） 個人情報となる情報の種類に
ついて学ぶ。

（11） 情報の閲覧方法、保管方法、
取扱いの留意点について学ぶ。

【家庭訪問】
① 学生が公衆衛生看護学実習Ⅰ（以
下実習Ⅰ）の家庭訪問から学ん
だことを提出物から確認する。

② 家庭訪問計画の作成を指導す
る。家族一人ひとりの支援内容
が計画できるように支援する。

③ 初回訪問記録の「今後の援助方
針」を活かした計画が理解でき
るように助言する。

④ 健康について家族や地域生活と
の関連で捉え、そこで明らかに
なった健康課題を住民が主体的
に解決する援助を考えさせる。

⑤ 実習Ⅱの学内演習日に事例検討を
行い援助のあり方を考えさせる。

⑥ 家庭訪問では訪問事例への援助
と併せて地区概況や健康問題の
把握の場であることを確認し、
訪問時に把握した地区の情報を
既存資料と合わせて地域診断に
活かすよう助言する。

⑦ 継続して援助する家庭訪問指導
の効果について事例を通して学
べるよう助言する。

⑧ 訪問自己評価表やカンファレン
スにおいて学生が適切に自己評
価を行い、自己の課題が明確に
なっているか確認し助言する。

【家庭訪問】
［プログラムに関して］

① 公衆衛生看護学Ⅱ（以下実
習Ⅱ）では、学生が取り組
む健康課題に関連した事例
選定を行う。

② 継続事例の選定では、実習
Ⅰで関わったケースをでき
るだけ継続ケースとして選
定する。

③ 基本的な事例として、正常
分娩の新生児、正常発達の
乳幼児、健診後の要指導者、
慢性期の療養者（結核・精
神・難病等）、独居や老夫
婦世帯の高齢者などを選定
する。

［学生への指導時］
④ 学生が立案した訪問計画を
確認し、修正の必要な部分
について助言する。

⑤ 訪問場面の保健指導の進め
方を学生と確認する。

⑥ 訪問予約の必要性の有無や方
法について確認し助言する。

⑦ 実習Ⅱでは訪問事例に応じ
て必要時同行する

⑧ 同行訪問でも保健指導では
必要な限り学生に実施さ
せ、単独訪問ができるよう
にする。

⑨ カルテの取り扱いなど個人
情報保護ができているか確
認する。

［カンファレンス］
⑩ 家庭訪問の結果を受け、訪
問記録の助言を行う。

⑪ 学生の行った訪問場面につ
いて評価、指導する。

⑫ 訪問後の評価・方針につい
て、他の支援方法や関係機
関との連携についても考え
させ、助言する。

⑬ 地域で生活する住民へサー
ビスを提供するには、住民
主体の考え方が重要である
ことを助言する。
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8  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

3  個人・家族・集団に健
康課題解決のための手
法（家庭訪問、健康教
育、健康相談、地区組
織活動等）を選択し、
実践できる。

（1） 家庭訪問

（2） 健康教育

（3） 健康相談

（4） セルフヘルプグルー
プの育成

（5） 地区組織活動

【健康教育】
1  地域の健康課題や住民のニーズから
健康教育の課題を見いだし、その課
題に基づいて健康教育の企画・立案・
実施・評価ができる。

2  健康教育による支援結果、今後の住
民の主体的活動を支える支援方法を
考えることができる。

3  公衆衛生看護活動における健康教育
の目的や他の支援方法と関連させた
活動であることを理解する。

4  健康教育の場は、地域診断で分析さ
れた健康課題や住民の生活環境を把
握・確認する場でもあることを理解
する。

【健康教育】
（1） 地域の健康課題や住民のニーズか

ら健康教育の手法で解決すべき課
題を選択する。

（2） 同じ対象集団に対して行われる健
康教育等の保健事業に参加・見学
し対象者特性を理解する。

（3） 実習施設が企画立案した健康教育
の施策化の過程について説明を受
ける。

（4） 住民のニーズに合致した健康教育
を企画立案する。

（5） 健康教育の実施日、実施場所、対
象、周知方法などを実習指導者、
住民や関係機関と調整し決定する。

（6） 健康教育の企画案を作成し、必要
な媒体を選定あるいは作成する。
評価指標についてもあらかじめ検
討しておく。

（7） 効果的な健康教育を実施する。
（8） 予演会を行い内容の修正をする。
（9） 実施した健康教育の評価を行う。
（10） 企画評価・実施評価・結果評価を

行う。
（11） カンファレンスの実施
（12） 健康教育実施後の一連の過程を踏

まえ、今後住民の主体的活動がど
のように支えられていくか助言を
受ける。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【健康教育】
（1） 見出された健康教育の課題の

妥当性、実現可能性について
実習施設と調整する。

（2） 健康教育の実施日、実施場所、
対象、周知方法などを住民や
関係機関と調整し決定する。

（3） 住民の特性、社会資源などに
ついて、あらかじめ保健事業
を通じて明らかにしておく。

（4） 健康教育の企画案を作成し、
必要な媒体を選定あるいは作
成する。評価の方法について
もあらかじめ検討しておく。

（5） 企画案を学校に提出し指導を
受ける。

（6） 学生同士の予演会
（7） 予演会を行い実習指導者、教

員の指導を受ける。
（8） 健康教育を実施する。
（9） 施後はメンバー、教員、実習

指導者で必ず意見交換を行
い、評価指標に基づき実施評
価を行う。

（10） カンファレンスを行い、他者
評価を得て、企画評価・実施
評価・結果評価の総合的な評
価を行う。

【健康教育】
① 地域の健康課題の解決方法とし
ての健康教育の目的を理解さ
せ、実習担当地区の健康課題を
確認させる。

② 実習指導者に健康教育の実施日
程等の調整を行う。

③ 実習Ⅱに参加するまでに企画
案・評価方法を作成させ、健康
課題と関連づけた取り組みがで
きるよう助言する。

④ 学内で準備した健康教育の企画
書や指導案、教材等を確認し実
習指導者の助言が受けられるよ
う事前に送付する。

⑤ 教材は、住民の主体性を促す教
材となるよう指導する。

⑥ 実習施設での予演会を行い実習
指導者、教員の指導が受けられ
るよう日程の調整を行う。

⑦ カンファレンスでは学生が実施
した健康教育の評価を確認し学
びや課題について助言する。

⑧ 健康教育で解決しようとした健
康課題について住民の主体的行
動と結び付けられていたか確認
し、今後の活動の発展について
指導者から助言が得られるよう
にする。

【健康教育】
［プログラムについて］

① 学生が見出した健康教育の
テーマや対象者の妥当性に
ついて助言指導するととも
に、実現可能性について実
習施設として判断する。

② 同じ対象集団に対して行わ
れる健康教育等の保健事業
への参加 ･見学場面を学生
に提供する。

③ 健康教育の実施にかかる調
整を行う。（実施日、実施
場所、対象、周知方法など）

［学生への指導］　　　　　　
④ 学生が健康教育を実施する
にあたり、実習Ⅱで取り組
む課題に関連する内容とし
て、事前に企画書や指導案、
教材等を確認し助言する。

⑤ 実習施設が企画立案した健
康教育の施策化の過程につ
いて説明する。（地域の健
康課題解決の手段としてな
ぜ健康教育の手法を選択し
たのか、地域住民と共通の
目的を設定するためのプロ
セス、予算化、評価）

⑥ 健康教育企画案に関する助言
⑦ 予演会における指導

［カンファレンス］
⑧ 事後カンファレンスにおけ
る助言、指導 

⑨ 学生の評価結果について聞
き、不足内容について助言
する。

⑩ 健康教育の評価結果から今
後の住民の主体的活動の支
援について地区組織活動と
の関連で助言する。
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9  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

3  個人・家族・集団に健
康課題解決のための手
法（家庭訪問、健康教
育、健康相談、地区組
織活動等）を選択し、
実践できる。

（1） 家庭訪問

（2） 健康教育

（3） 健康相談

（4） セルフヘルプグルー
プの育成

（5） 地区組織活動

【健康相談】
1  地域で実施される対象別の健康相談
の種類を理解し、利用対象者の特徴
が解かる。

2  保健師が公衆衛生看護活動の中で健
康相談の場を他の活動と連携しなが
ら支援していることを理解する。

3  健康相談の場が、住民の利用しやす
い保健事業となっていること確認し
ながら運営することを理解する。

4  相談者とコミュニケーションを深
め、顕在している健康課題を見出す
だけでなく、潜在している健康課題
も予測できる。

5  健康相談において、健康課題の解決
に向け、住民主体の援助ができる。

6  相談に必要な技術が実践できる。
7  援助に必要な地域の社会資源が解かる。
8  相談結果の報告を行い、適切な記録
が書ける。

9  相談結果を評価し、今後の支援方針
が確認できる。

【健康相談】
（1） 実習施設が健康課題に基づいて企

画立案した健康相談の施策化の過
程について説明を受ける。

（2） 担当地区の健康課題に関連した健
康相談の運営目的、方法、相談内容、
実施結果について把握する。

（3） 健康相談の来所者のニーズ把握する。
（4） 指導者とともに健康相談の実際を

見学する。
（5） 学生の力量に応じた健康相談対象

者への相談を実施する。
（6） 相談結果の報告・記録をする。
（7） 学生自身が行った健康相談を評価

する。
（8） 今後の支援方針を考える。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【健康相談】
（1） 実習施設が企画立案した健康

相談の施策化の過程について
説明を受ける。（地域の健康課
題解決の手段としてなぜ健康
相談の場を開設したのか、地
域住民の特徴と住民主体の支
援方法を踏まえた健康相談の
目的と開設するためのプロセ
ス、予算化、評価）

（2） 地域診断の結果を基に、担当
地区の健康課題に関連した健
康相談の運営目的、方法、相
談内容、実施結果について把
握する。

（3） 想定できる相談内容の解決方
法について事前学習する。

（4） 健康相談を実施しながら、相
談の場に対する住民の要望・
意見を把握する。

（5） 指導者の健康相談の見学し健
康課題の把握方法やコミュニ
ケーションの取り方、住民主
体の支援方法を学ぶ。

（6） 健康相談の実施
① 学生が支援する適切な対象
者を選定してもらい実施する。

② 地域の特性を踏まえなが
ら、対象者の顕在している
健康課題を見出す。

③ 対象者に今後起こりうる健
康課題や潜在している健康
課題を予測する。

④ 対象者が健康課題に気づく
プロセスを支援し、解決・
改善に至る支援をする。

⑤ 相談結果の報告および記録
を整理する。

⑥ 今後の方針を確認する。
⑦ 保健師が公衆衛生看護活動
の中で健康相談の場を他の
活動と連携しながら支援し
ていることを学ぶ。

【健康相談】
① 学生の力量に応じた健康相談項
目の選定と実施について実習指
導者と打ち合わせする。健康相
談の事例の評価には、家庭訪問、
地区組織活動などでつながる可
能性のある事例を選定できるこ
とが望ましい。

② 担当地区で行われている健康相
談について助言する。

③ 健康相談の事前準備状況につい
て確認し、助言する。

④ 学生の行う健康相談場面を適切
に評価し、必要な指導を行う。

⑤ 公衆衛生看護活動の中での健康
相談の位置づけが理解できるよ
う指導者の説明や助言を受ける。

⑥ 次の支援につながり、支援結果
のわかる事例については、結果
をまとめさせる。

【健康相談】
［プログラムについて］

① 健康相談対象者の選定及び
受入れについて調整する。
例 : 乳幼児健診で行った保
健指導が適切に行えたかを
評価するためには、同じ
ケースへの家庭訪問や、育
児サークルなどの場面での
面接の機会を設定すること
が望ましい。

［学生への指導］
② 指導者は健康相談場面を設
定し、保健師が行う保健指
導（対象者が健康課題に気
づき保健行動の変容が認め
られた事例（生活習慣改善
者例）の実際を見せる。

③ 学生が行った健康相談の結
果について報告を受け、継
続指導の必要性についての
判断等を行う。

［カンファレンス］
④ 健康相談の評価について行う。
⑤ 保健師が公衆衛生看護活動
の中で健康相談の場を他の
活動と連携しながら支援し
ていることを事例を用いな
がら説明する。
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10  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 17- 

実習目標 行動目標 実習内容

3  個人・家族・集団に健
康課題解決のための手
法（家庭訪問、健康教
育、健康相談、地区組
織活動等）を選択し、
実践できる。

（1） 家庭訪問

（2） 健康教育

（3） 健康相談

（4） セルフヘルプグルー
プの育成

（5） 地区組織活動

【セルフヘルプグループ】
1  地域の健康課題解決のために、セル
フヘルプグループを育成する意義を
理解する。

2  セルフヘルプグループを結成し、育
成し、自立した活動を継続できるた
めに行う保健師の支援について、各
段階やプロセスに沿って理解する。

3  セルフヘルプグループの実際活動に
参加し、参加者個々の主体性とグ
ループとしての自立を支援する保健
師の援助技術を習得する。

【地区組織活動】
1  地域にある住民組織活動を把握し、
地域の健康課題解決のために、協働
活動をすることの必要性を理解する。

2  住民組織活動との協働活動の方法を
理解する。

3  住民組織活動と協働活動の場面を体
験し、互いに理解し、信頼関係をも
つため技術態度を習得する。

【セルフヘルプグループ】
（1） 実習地域にあるセルフヘルプグ

ループの概要を把握する。
（2） 公衆衛生看護実習Ⅱ（以下実習Ⅱ）

で取り組む健康課題に関連するセ
ルフヘルプグループの活動場面に
参加し、グループ支援の技術を体
験する。

（3） グループのリーダーと面接し、セ
ルフヘルプグループの活動の効果
や保健師の関わりについての考え
を聞く。

（4） 地域の健康課題とセルフヘルプグ
ループ育成について関連づけて整
理する。

【地区組織活動】
（1） 地域にある住民組織の概要と保健師

活動との関連性について把握する。
（2） 地域の健康課題解決のために行う

住民組織との協働活動について、
体験を通し、必要性と意義を明確
にする。

（3） 住民組織との協働活動による保健
活動向上の効果と、住民組織活動
の活発化の効果を実感する。

（4） 住民組織との協働活動を推進するた
めの面接技術と留意点を習得する。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【セルフヘルプグループ】
（1） 指導者より、地域にあるセル

フヘルプグループの概要につ
いて説明を受ける。

（2） セルフヘルプグループの発足
の経緯、意義や効果について、
あらかじめ整理してから、実
際活動に参加するとともに、
リーダーとの面接をする。

（3） 実際の活動に参加し、実習地
域の健康課題解決とセルフヘ
ルプグループとの関連につい
て理解できたことを指導者に
報告する。

（4） セルフヘルプグループ支援に
用いる技術（自己決定の支援、
主体性を促進する支援、共感
する支援等）を習得する。

【地区組織活動】
（1） 実習地域の住民組織の概要と

保健師活動との関連について
指導者の説明を受ける。

（2） 取り組む健康課題と関連のあ
る住民組織活動の場に参加す
るともに、組織のリーダーと
の面接を体験する。

（3） カンファレンスにおいて、住
民組織との協働活動の意義と
必要性と実際の方法について
報告する。

【セルフヘルプグループ】
① 実習Ⅱで取り組む健康課題と関
連するセルフヘルプグループの
活動場面への参加とリーダー等
関係者との面接ができるよう実
習指導者と相談する。

② セルフヘルプグループに関する
学習状況を確認する。特に一般
的な意義と効果の他、実習地域
の健康課題との関連において学
生が理解できているか確認する。

【地区組織活動】
① 健康課題解決と住民組織との協
働活動との関連性を整理して実
習に臨むよう指導する。

② 取り組む健康課題と関連のある
住民組織活動の体験が可能な限
りできるよう指導者に調整を依
頼する。

③ 学生が体験したことを、地域の
健康課題との関連で理解できて
いるか確認する。

【セルフヘルプグループ】
［プログラム］

① セルフヘルプグループの活
動場面への参加やリーダー
との面接は、可能な限り体
験できるように調整する。
例：育児グループ、糖尿病
の会、歩こう会等

［学生への指導］
② 実習地域にあるセルフヘルプ
グループの概要を説明する。

③ 参加するセルフヘルプグ
ループの発足の経緯と保健
師の支援を説明する。

④ グループ活動参加実習につ
いて、学生の計画を確認す
る。また、注意事項を説明
する。

⑤ グループリーダーとの面接
についての学生の計画を確
認する。また、注意事項を
説明する。

［カンファレンス］
⑥ カンファレンスにおいて、
学生が活動に参加・面接
した内容と学習内容を確認
し、今後の学習について助
言する。

【地区組織活動】
［プログラム］

① 取り組む健康課題と関連の
ある住民組織活動への参加
やリーダーとの面接ができ
るよう調整する。

［学生への指導］
② 地域にある住民組織の概要
と保健師活動との関連につ
いて説明する。

③ 住民組織活動の場への参加
とリーダーとの面接の前に、
学生の計画を確認し、不足
部分を助言する。

［カンファレンス］
④ カンファレンスⅡおいて、
学生の体験した内容を確認
し、協働活動の意義や実際
の保健師の支援方法につい
て、保健師活動において重
要な方法であることを十分
理解出来るように説明する。
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11  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

4  社会資源の開発や地域
ケアシステムを構築する
ための方法を理解する。

【地域ケアシステム】
1  社会資源の活用にかかる課題を見出
し、必要なシステムやサービスを考
える。

2  地域の健康課題解決に向けて行う関
係機関との連携を理解する。

3  地域ケア会議等を通じてネットワー
クが構築され、地域ケアシステムへ
と発展する課程を理解する。

4  地域の人々が安心して暮らせるため
の地域ケアシステム構築のための公
衆衛生看護（地区）活動のあり方を
考える。

【地域ケアシステム】
（1） 家庭訪問事例等を通して社会資源

と利用上の課題を把握し、必要な
社会資源を明らかにする。

（2） 関係機関や関係職種との連絡、情
報交換をする。

（3） 地域の健康課題解決のための地域
ケア会議の必要性を理解する。

（4） 地域ケアのシステム化に向けた活
動事例の実際を知る。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【地域ケアシステム】
（1） 家庭訪問事例等にかかわる関

係職種、関係機関の役割、社
会資源について理解し、必要
な社会資源を明らかにする。

（2） 必要に応じて、関係職種に面
接し伝える内容を検討する。

（3） 地域ケア会議の必要性につい
て、地域の健康課題解決と関
連づけて考える。

（4） 可能な限り地域ケア会議に参
加する。

（5） 地域ケアシステム構築への過
程について、実習地域での事
例を用いた説明を受ける。

【地域ケアシステム】
① 実習で取り組む健康課題との関
連において関係機関及び関連職
種との面接、社会資源の理解が
できる場面の設定ができるよう
実習指導者と相談する。

② 地域ケアシステムの構築に関す
る学習状況を確認する。特に具
体的な事例を用いてその必要性
と構築のための活動を学生が理
解できているのか把握する。

【地域ケアシステム】
［プログラムについて］

① 関係職種との面接、社会資
源の見学については、可能で
あれば面接場面を設定する。

② 会議等連携の実際場面に参
加できる機会があれば同伴
の上、参加を促す。

［学生への指導］
③ 関係職種、関係機関と連携、
地域ケアシステムに関す
るオリエンテーションを行
い、連携状況について時系
列に説明する。

④ 関係職種と面接する前に学
生が伝えようとしている内
容を確認する。

⑤ 学生が面接した内容の報告
を受け、学習内容を確認し、
助言する。

⑥ 地域ケアシステムづくりが
学べる活動事例を選定し、
システムづくりのプロセス
や保健師の果たしている役
割を説明する。例：高齢者
対策、難病対策、障がい者
対策、子育て支援対策、児
童虐待防止対策、健康づく
り対策、まちづくり等

⑦ 会議等への参加の機会が無
い場合は、事例を基に会議
の目的、メンバー、内容等
の説明をする。

［カンファレンス］
⑧ 事後カンファレンスにおい
て、学生に保健師の役割に
ついて助言する。
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12  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

5  施策化に必要な根拠と
プロセスを理解する。

【施策化】
1  都道府県、市町村など実習地域の総
合計画・保健福祉計画及びそれらの
策定過程における保健師の役割を理
解する。

2  実習施設において行われている事業
について事業化の過程を理解する。

3  明らかにされた地域の健康課題か
ら、新たな施策化の必要性について
検討し、提案できる。

【施策化】
（1） 各種計画策定過程における保健師

の役割を理解する。
（2） 現在、実習施設において行われて

いる事業の予算、執行管理を学び、
施策化された事業について具体的
に知る。

（3） 施策化のために保健統計や地域診
断や根拠を明確にすることの必要
性を理解する。

（4） 実習終了後の学内演習において新
たな施策化の必要性について検討
し、学生が検討した結果を他者（学
内、実習施設等）にプレゼンテー
ションできる。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【施策化】
（1） 各種計画策定過程における保

健師の役割について実習施設
から説明を受ける。

（2） 予算編成の方法を知る。
（3） 実習施設において行われてい

る事業の見直しや新たな事業
化、地域づくりの実践過程を
知る。

（4） 目的、目標、対象、手法、評価、
費用

（5） 関係者や地域住民への課題提
議、事業化に向けた協議や交
渉等。

（6） 新たな施策化についてプレゼ
ンテーションする。

【施策化】
① 実習施設の各種計画について事
前に把握し、地域診断から得た
健康課題との関連性を整理して
実習に臨むよう指導する。

② 保健計画の策定過程と保健師が
果たした役割の理解を実習目的
に位置づけ、学生が実習指導者
から説明を受けられるよう調整
する。

③ 学生が地域診断や実習から得た
情報を整理し、地域住民から見
て必要なサービス、社会資源、
保健事業について検討できるよ
う指導する。

④ 学生が施策化について検討した
内容を、他者に説明できる資料と
してまとめられるよう指導する。

【施策化】
［プログラムについて］

① 実習前に、学生が行った地
域診断を読み、実習地域の
総合計画、保健福祉計画と
の関連性を説明できるよう
準備する。

［学生への指導］
② 実習目的を十分に理解した
上で、教育機関と調整し、
保健福祉計画等の計画策定
過程における保健師の役割
について学生に説明する。

③ 実施している事業と保健福
祉計画の関連性や事業に必
要な予算について説明する。
適切な説明者を選定する。

④ 実習施設で行った事業の見
直しや新たな事業化、地域
づくりなどの活動実践につ
いて、中心的な役割を担っ
た保健師自身から学生が説
明を受けられるよう施設内
調整を図る。

［カンファレンス］
⑤ 説明者は根拠となる地域診
断、目的、目標、対象、手法、
評価、費用について、また
事業化に向けた関係者や地
域住民への説明、協議、交
渉等の具体的な内容（失敗
談も含む）と保健師の役割
について説明する。
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実習目標 行動目標 実習内容

6  地域の人々が自らの
健康について自己決
定（あるいは意思決定）
するための支援につい
て理解する。

【自己決定支援】
1  人々の尊厳を守ることができる。
2  人々のプライバシーを守ることがで
きる。

3  人々の生活と文化や価値観を尊重す
ることができる。

4  人々の主体性を尊重することができる。
5  人々の持つ力を引き出す。
6  人々のセルフケア能力を高めるための
公衆衛生看護活動について理解する。

7  必要な情報提供ができる。
8  人々の意見を収集し、それらを反映
した活動ができる。

【自己決定支援】
（1） カルテの管理、収集した情報の取

り扱いについて理解し、実践する。
（2） 健康診査・健康相談場面などにお

けるプライバシーを保護する方法
について理解し、実践する。

（3） 地域住民が主体となって行ってい
る行事等に参加し、地域住民が持
つ力に気づく。

（4） 家庭訪問、健康相談等の個別事例
を通して、住民の自己決定の過程
を理解し支援の方法を学ぶ。

（5） 健康教育、セルフケアグループ等
の活動を通じて、住民が自己決定
していくプロセスを学ぶ。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【自己決定支援】
（1） カルテの管理やその他資料を

適切に取り扱う。
（2） 健康診査、健康相談の準備、

実施を行う。
（3） 地域行事等への参加とその後

に行事参加者へインタビュー
の実施。

（4） 家庭訪問、健康相談、事例検
討会等を通じて、地域の人々
が自己決定するために必要な情
報提供と支援について考える。

（5） 健康教育、自助グループ等の
活動に参画する。

【自己決定支援】
① カルテの取り扱い方法などの原
則についてオリエンテーション
の場面などを通じて学生に徹底
するよう指導する。

② 健康診査、健康相談等の場面に学
生が準備段階から実習体験がで
きるよう実習指導者と調整する。

③ 地域行事の開催状況についてあ
らかじめ把握し、実習施設と調
整し学生の参加許可を住民に得
る。学生が参加する時に学ぶ視
点が明確になるよう、また地域
住民に対して行うインタビュー内
容などについて事前に指導する。

④ 学生の実施した家庭訪問事例に
ついてカンファレンスあるいは
事例検討を行い、援助方法の検
討や保健指導技術を学びあい、
様々な価値観を持ち、地域で生
活している人々の尊厳と権利、
プライバシーを守ることが理解
できるよう支援する。

⑤ 健康教育、自助グループ等の活
動場面の設定について実習指導
者と調整する。

⑥ 学内での事前演習及び事後カン
ファレンス等での技術指導。

【自己決定支援】
［プログラムについて］

① 健康診査、健康相談等の実
習が経験できるよう対象者
の同意を得る。準備段階か
ら実習できるよう職場内の
調整を行う。

② 地域で行われる地域行事に
ついて情報を収集し、学生
が参加できるかどうか検討
しておく。地域住民や関係
者への同意を得る。

③ 禁煙、生活習慣改善などを
目的として行われる個別指
導場面の実習が経験できる
よう、関係者との調整及び
対象者の同意を得る。

④ グループワークが行われる
ような集団指導場面に学生
が参画できるよう、関係者
との調整及び対象者の同意
を得る。

［学生への指導］
⑤ 学生に実習施設において行
われているカルテ管理等の
情報管理についてオリエン
テーションする。

⑥ グループ関わっている学生
をフォローしたり、ロール
モデルを示す。
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実習目標 行動目標 実習内容

7  健康危機管理に対し
て、組織的な管理体制
やシステムの構築の必
要性について理解する。

【健康危機管理】
1  健康危機管理ならびに防災計画など
の説明を受け、危機管理の重要性が
理解できる。

2  危機状態への予防対策を講じること
の重要性を理解する。

3  危機状態への予防策を講じることの
重要性を理解する。

4  自然災害や人為災害などによる社会
生活や住民への影響を理解し、被災
者への保健活動のありかたと減災の
ための予防活動を理解する。

【健康危機管理】
（1） 実習場所における、過去の災害に

おける保健活動の実際について説
明を受ける。

（2） 実習施設における災害情報や資料
を収集し、平常時におこなうべき
ことについて説明を受ける。

（3） 防災計画および健康危機管理基本
方針・計画における保健活動の役
割を理解する。

（4） 保健所等において、過去の健康危
機管理の体験や保健活動の実際に
ついて理解する。

（5） 保健活動以外の関係者の役割を理
解し、迅速な情報伝達、情報共有
の方法について理解する。

（6） 感染症、健康危機における支援対
策を体系的に理解する。

（7） 予防保健活動および地域防災コ
ミュニィティへの取り組みを知る。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【健康危機管理】
（1） 保健医療計画や地域保健計画、

防災計画等に健康危機管理が
どのように位置づけられてい
るか説明を聞いて理解する。

（2） 発生予防に関する住民への啓
発・周知の方法と実際につい
て理解する。

（3） 相談・通報窓口、初動体制、
支援方法について説明を受け、
資料の閲覧や可能な場面は見
学する。

（4） 関係機関との連絡や役割分担、
連携調整の説明を受ける。

（5） カンファレンスによる意見交
換により、健康危機管理の実
際や管理体制のあり方につい
て理解を深める。

＊学内演習として、クロスロード
研修（災害時の保健活動の模擬体
験）を実施する。

【健康危機管理】
① 教育機関と実習施設間において
健康危機管理として実習する内
容を指導者と相談する（自然災
害、感染症などは比較的想定し
やすい）。

＊学内で危機管理に関する講義、
演習集団感染発生時と災害発生時
の模擬体験を実施する。

【健康危機管理】
［プログラムについて］

① 保健所の実習指導者は、健
康危機管理については、市
町村より保健所が実習指導
の中核となることを認識し
ておく。

［学生への指導］
② 実習施設にある保健医療計
画や防災計画を実習前に閲
覧する方法を説明し健康危
機管理に関する根拠法とと
もに、施策上の位置づけを
説明する。

③ 過去の健康危機管理の体験
談、保健活動の実際につい
て説明する。

④ 健康危機管理ならびに防災
計画などのマニュアルを提
示する。

⑤ 過去の事例や経験（失敗例
を含む）から地域住民の命
に直結していることの重要
性や関係機関との密接な連
携、チームワークの大切さ
を説明する。

⑥ 情報共有と迅速な伝達の重
要性が理解できるよう説明
する。《個人情報の保護の
適用除外など》



98　Ⅲ結果

15  ：B 案 ｰ 公衆衛生看護学実習Ⅱ表 16- 

実習目標 行動目標 実習内容

8  公衆衛生看護の専門職
としての自覚を持ち、
自分の行動を総合的に
評価し、自らの保健活
動の資質向上のための
方策を考え行動できる。

【専門職としての自覚と資質向上】
1  受け持ち地域住民全体の健康生活に
責任をもち、予防の視点を常に重視
して判断し、行動できる。

2  自分の行動を振り返り、責任をもつ
ことができる。

3  様々な人々に応じたコミュニケー
ションができる。

4  報告・連絡・相談ができる。
5  記録の意義を理解し、簡潔明確に記
録できる。

6  困難な事柄や疑問点は、自ら調べた
り質問したりして、改善できる。

7  保健活動の向上をめざし、自己研鑽
をすることができる。

8  保健活動の根拠を明確にしようとす
る研究的態度をもつ。

9  自己のストレスマネジメントや健康
管理ができる。

【専門職としての自覚と資質向上】
（1） 自らが行った支援が地域の健康課

題解決のためにどう役立ったかに
ついて評価するとともに、来所し
ない対象者や保健指導が受けられ
ない対象者に対するサービスの必
要性を理解する。

（2） 事実だけでなく、自己の判断とそ
の根拠について実習施設や教員に
報告する。

（3） 対象者に問われてわからなかった
こと等については曖昧にせず、後で
調べて回答する、担当者に替わる
など適切な方法で迅速に対処する。

（4） 各種保健事業の基となる法律、関
連文献等について、自ら調べたり、
教員や実習指導者に問うたりする。

（5） 実習指導者、その他の保健師、関
係職員、様々な年齢層の地域住民、
関係機関と積極的にコミュニケー
ションを取る。

（6） 保健活動の記録や学習の記録を整
理し、学習の積み重ねができる。

（7） 実習全体を評価し学んだことをま
とめ考察するとともに、自己の学
習課題を明らかにする。
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学習方法 指導方法（教員の役割） 指導方法（実習指導者の役割）

【専門職としての自覚と資質向上】
（1） 実習指導者に、実習計画の確

認と実習体験の概要を毎日報
告する。特に施設外の活動に
ついては、指導者に詳しく報
告する。

（2） 実習中は常に責任のある行動
をとる。

（3） 保健活動の根拠法や文献等の
事前事後の自己学習をする。

（4） 様々な保健事業に主体的に参
加し、人々と積極的にコミュ
ニケーションを図る。

（5） 保健活動や自己の学習内容を
記録し、教員や指導者の助言
を得る。

（6） 実習で学んだことをまとめ、
実習報告書として作成し発表
する。

【専門職としての自覚と資質向上】
① 実習施設における個人情報保護
等の規定について事前オリエン
テーションで説明する。

② 学生が様々な年齢層の地域住
民、関係機関と、保健師、関係
職員とコミュニケーションが取
れるような場面の設定について
実習指導者と調整する。

③ 学生が指導者への報告ができて
いるか確認する。

④ 実習生であっても、住民に対し
ては保健師としての責任のある
行動をとるよう注意する。

⑤ 学生の学習状況を確認し、不足
部分について学習を促す。

⑥ 記録が簡潔で明確に書かれてい
るか確認し、指導するとともに、
学習が発展するよう助言する。

⑦ 報告書が的確に作成できるよう
指導する。

【専門職としての自覚と資質向上】
［プログラムについて］

① 個人情報保護、コンプライ
アンス等実習施設における
規定について学校側へ説明
しておく。

② 学生が様々な年齢層の地域
住民、関係機関と、保健師、
関係職員とコミュニケー
ションを取る場面が設定で
きるように調整する。

［学生への指導］
③ 学生が行った保健活動につ
いて報告を受け、特に住民
にとって不適切な指導がな
かったかどうかを確認し、
助言をする。

④ 曖昧な回答や無責任な行動
場面については対処方法に
ついて指導する。

⑤ 学生の学習状況を把握し、
助言する。

⑥ 保健活動の記録が正確に書
かれているか確認し助言する。

［カンファレンス］
⑦ 実習報告書の発表を聞き、
助言する。


